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平成２９年度 学校評価実施報告書
学校番号 ９ 学校名 千葉県立千葉北高等学校 課程名 全日制の課程

領域
自 己 評 価 の 結 果 改 善 方 策

（ 達成状況、結果の分析 ） （自己評価の結果を踏まえた課題 ・改善の方向 ）

①ホームページの更新 を 充実 さ せ る と と も に 、 更新 ①ホームページの更新を多 くの生徒保護者に一斉送
時 には一斉送信 メ ール で更新 を知 らせ 、 閲覧 を促 し 信 メ ール で連絡 す るた めに 、 メ ールの登録数増加
た 。学校評価アンケートは一つの内容を生徒・ が課題である 。学校評価アンケートの結果を踏ま

学 保護者・教職員の三方から質問する形にして２年 え、その原因の分析とともに、学校運営や指導
校 目であり、比較検討ができるようになった。 全般にわたり更に改善を図る必要がある。
経 ②昨年度同様、緑が丘中学校区青少年育成委員会ほ ②生徒の地域行事等への参加は、生徒の有用感や
営 かの地域行事に生徒が参加協力した。吹奏楽部は 充実感・達成感等につながることから、今後も

８回 （予定 含む）、茶 道部は２回、書道部 は１回 部活動等の校外活動を支援し、継続する。また、
の校外での活動を行い、感謝の言葉をいただき励 近隣小中学校との連携を進め、高大連携事業及
みになった。 び授業公開についても一層の充実を図りたい。

①授業力向上のための工夫については、生徒と教職 ①授業に関する項目において 、保護者か ら職員の授
員では満足度に差がみられた。保護者 か ら は進学 業展開や生徒向けの課題に関するコ メ ン トが多 く寄

学 補習への工夫や授業力向上を期待する声が多 く寄せ せられた 。個々の職員が努力を続けることはもと
習 られ 、関心の高 さ を示す結果 と な っ た 。 （授業力向上 より、職員相互の連携を強化するなどの工夫・
指 週間２回、外部講師研修１回 ） 検討が必要である。
導 ②家庭学習に関する項目は、生徒 ・ 保護者 ・教職員とも ②学校と家庭が連携し、生徒が家庭において学習

に数値が低いが、生徒の数値が昨年よりも低 くなって できる取組を考えていくとともに、アンケート
おり 、更なる工夫が必要と思われる結果となった 。 の取り方についても再考の余地がある。

①各学期に １回 、全職員によ る登校指導を実施した 。第 ①時間を見据えて計画的に行動で き る習慣の定着を
１学期末の皆勤者数は １ ,０ ７ １ 名中 ７ ６ ６名 、第 ２学期 促す 。 遅刻の多い生徒には個別に本人 、保護者 と
末時点では ５ １ ３ 名 と非常に多い状況であ り 、 昨 年度 の面談を実施し 、家庭からの協力を得ながら正しい
に比べ増加 してい る 。 遅刻回数が多い生徒について 生活習慣の確立 を め ざ す 。 定刻 ５ 分 前 集合 の さ ら
は 保 護者連絡 ・ 面 談 等 を 行 っ た 。 該 当 生徒 は １ 名 で なる徹底指導を行 う必要がある 。
あった。

②教育相談については、教育相談室を中心とした教 ②生徒への教育相談体制の周知を十分行う。今後
育相談体制が図られている。また必要に応じて個 も各担当者との連携を密にしながら生徒の心身

生 人面談も行われている。 の健康育成を図る。
徒 ③人権教育の一環 と して Ｓ Ｎ Ｓの正しい使い方 、人権啓 ③引き続き教育活動での充実を図 り 、思いや りの心を
指 発に関す る ビ デオ を上映 した 。 ま た 、 い じめ ア ン ケー 提唱し他人の人権を考えるこ とができる心を育む。
導 ト を 実 施 し 、 そ の結果 か ら 実態把握 ・ 早期発見 を し 、

対応した 。
④ １ 学 年 を対 象 に交通安全講話 を 実施 し た が 、 年度 を ④通学路での危険区域を再確認 し 、 引 き続 き交通規
通じて自転車の事故が発生した 。 則を遵守する精神を育てる 。

⑤整 容 （ 服装 ） 指 導や服装頭髪検査 につ いては 、 強 化 ⑤毎時間の整容 （ 服装確認 ） を継続 し 、 よ り 一層の指
週間も設け、生徒の実態に応じて実施した。 導 の定着 を 図 る 。 ま た 、 学年間 の指導格差是正の

ために 、生徒指導部 と学年指導係の合同会議を引
き続き開催し、共通認識を構築する 。

① 進 路 補習や進路 ガ イ ダ ン ス の 実 施及び 「 進 路 ・ 表 現 ①現在 の進路指導体制 を 継続す る と と も に 、 定 期的
サポー ト 」 の指導などによ り 、 ７割程の保護者 ・生徒か な ア ン ケ ー ト 調 査 を保 護者及び生徒 に実施す る こ

キ ら肯定的な評価を得た。 とでニーズを把握していく 。
ャ ②進路補習については 、平常時 ・夏季休業中 と も に ２ ０ ②進路補習や進路ガイダン スの案内や実施予定につ
リ 講座以上を実施した。進路ガイダンスは例年の反省 いては 、事前にホームページ上で告知する こ と で 、
ア を生かし 、適宜工夫や改善を行った 。 保護者への関心や理解を深める 。全校の進路通信
教 について、発行を検討する 。
育 ③各種ガイダンス等の行事については、ホームペー ③進路行事後のアンケート調査について、可能な

ジ上で活動報告を行い、周知した。 範囲でホームページ上にアップし、結果を共有
するとともに、次年度への反省として生かす。

①自分の ク ラ ス が楽 しい と答えた生徒は 、昨年度 と同じ ①現在の状況を さ らに向上でき る よ う に 、 内容の充実
７ ８ %で あった 。保護者 ・教職員の数値も大きな変化は ・強化図っていく 。
なかった 。

特 ② 学校 は 地域 と 連 携 し た取 組 を 熱心に行 っ て い る と 肯 ②生徒と教職員の間で大きな数値の差が認められる 。
別 定的に答えた生徒は昨年度 ６ ７ ％か ら ５ ０ ％へ 、 教職 地域行事への参加等を よ り 積極的に行い 、 地域連
活 員は９ ０％であった 。 携事業の充実を図ってい く と と も に 、 実際に行って
動 いるこ とを生徒に知らせるこ とが大切である 。

③学校行事は充実してい る と答えた生徒は 、昨年度 ７ ２ ③ 生 徒 の コ メ ン ト の 中 で 、 体 育 大会 の競技 の 種類や
％から今年度は ６ ４％ と減少したものの 、自分のクラス 選択の幅を増やしてほ しい とい う意見が目立った 。
(あ る いは学校 )が楽 しい と答えた生徒は昨年度と同じ 次年度の体育委員会での議題 と し て検討 し 、 生徒
く今年度も ７ ８％であり変化がなかった。 の行事に対する満足度の増加を図りたい。

① ７月にオース ト ラ リ ア短期留学を実施し 、 １年 １ １人 、 ２ ① 短期留学の引率職員の決定 を早 く し 、 出発日 を遅
年 １ 人 、 ３ 年 １ 人の １ ３ 名 が参加 し た 。 １ ０ 月に国際理 らせ る こ と で 、 事前準備を充実 させたい 。国際理解

特 解セ ミ ナー を実施 し た 。 高野孝子氏の講演には多数 セ ミナーでは 、生徒の評価を左右する こ と に な る講
色 の保護者の来場が見られ 、事後アンケー トにおいても 師の人選や講演内容について 、毎回多面的に検討
あ 好評であった 。 する必要がある 。
る ② １ ０ 月に授業公開を行い 、保護者 ・近隣中学校教員 ・ ② 開 かれ た 学校づ く り の 一 環 と し て 授 業公開の評価
教 生徒から本校の授業展開や生徒の様子について 、肯 は良好である 。実施時期や方法等の周知の仕方に
育 定的な評価を得られた 。 ついても さらに検討し 、参観者の増加に努める 。
活 ③明治大学 ・ 東邦大学 と の高 大連携授業 を実施 し 、 受 ③ 大学等 と の 連携 につい ては 、 今 後 も 積 極的に多 く
動 講 し た 生 徒 か ら は 好評 で あ っ た 。 ま た 意 識 の高揚 か の機関に働きかけ、機会を増加して継続していく 。

ら 、 生物部が全国総合文化祭に県代表 と し て参加す
るこ と となった 。


